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Ⅰ目的 
介護福祉士は、特に昨今では医療現場における介護福祉士を求める声が高まりつつ  
あり、厚生労働所病院報告「職種別にみた病院の従事者」では年々上昇し 2013 年は 2002 
年の 2.7 倍であった。介護福祉士養成大学連絡協議会でも医療現場での介護福祉士教  
育の必要性の報告がなされた。本学も新カリキュラムとして「医療介護過程論」とし  
て科目を新設した。しかし、現在のテキストには、主に福祉現場での介護過程展開方  
法を書かれており、医療現場の急性期から回復期、または慢性期～終末期に移行する  
過程のためのアセスメント項目を教授するテキストや文献はまだ見ることがない。ま  
た共同研究者の専攻研究からも「介護福祉士が病院に必要」と答えた理由が他職種の  
意識が違った。これは医療現場での介護福祉士の専門性が「わかりづらい」と言われ  
ることを立証している。介護福祉士が果たす独自の役割を明確化する必要があると考  
える。そのためには患者の状態に応じたアセスメントを行い今何が必要か、介護福祉  
の専門性としてどのような援助が適切かを知る必要がある。そのためには医療現場で  
の生活支援法及び介護過程展開マニアルが必要と考える。本研究は医療現場で働く介  
護福祉士のために展開できる介護過程を目指し、アセスメントマニアルを作成するこ  
とを目的にする。  
Ⅱ方法 
①  医療現場勤務の介護福祉士を対象にインタビューを行う。  
  内容：意識調査と具体的にどのような支援を行っているかまた具体的にどのような  
介護を提供しているか、またどのような支援を大切にしているか等。 
②  健康段階を急性期から回復期までを 5 段階ＡからＥに分ける、聴き取った情報から
キーワードを作りＫＪ法で振り分け整理する。  
Ⅲ結果 
現在経過途中のため、経過報告を行う。  
① 聖隷クリストファー大学の倫理委員会にて承認を得る。  
② 浜松病院及び高良台病院等へ依頼する。  
   浜松病院：事前調査では 6 名の介護福祉士が存在するとの情報をもとに看護部へ  
依頼を行ったが、対象者がいないとのことで断られる。  
 高良台病院：リハビリ―病棟  （回復期）との連絡が取れ 5 月聴取予定  
大牟田病院：内科病棟 (慢性期)とエントリーを行い、 5 月中に聴取予定  
聖マリア病院：卒業生 2 名とエントリーを行い、次回面会予定  
Ⅳ考察 
医療現場での介護福祉士の所属は看護部の管轄である。上層部を通し、協力を得る
も非常に厳しさを感じる。また以前病院勤務であった介護福祉士と現在勤務の介護福
祉士を協力者として話し合いを続けているが、介護の専門性～のマニアルを作っても
なかなか協力が得られなかった現実を耳にする。また今年、卒業して病院の介護福祉
士の現状は看護助手としての内容であった。業務を行いながらいかにして専門性を発
揮するかというのは、新人では難しく、慣れるまでにはつぶされる雰囲気であった。
早急にマニアルまた専門性を訴えるべきものを作る必要性が示唆された。  
